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携帯用  

ご あ い さ つ 

                                         新宮崎県立妻高等学校           

                                          宮崎県立妻高等学校  校長  門 田  誠 

夢を抱き、期待に胸を踊らせる平成３０年度（２０１８年度）がスタートしました。日頃より地域並び

に保護者の皆様方には、本校の教育活動に対しまして深いご理解と温かいご支援・ご協力を賜り、心から

感謝申し上げます。 

校長として３年目を迎え、責任の重さを一層実感しております。本年度もどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 このたび平成３０年４月に、西都市に存在する２つの県立高校である、妻高等学校と西都商業高等学校が再編統合され、新宮

崎県立妻高等学校が開校いたしました。 

 これまで開校に向けてご尽力いただきました、両校の同窓会、ＰＴＡをはじめとする学校関係者の皆様、宮崎県及び地元西都

市の行政当局の皆様、またご支援・ご協力をいただいた地域の各方面の関係の方々に対しまして、改めて御礼を申し上げます。 

 (新)妻高等学校は、難関大学進学を目指す、県内唯一の文理科学コース１学級を普通科に創設して、普通科を４学級とし、新

たに商業系学科として、情報ビジネスフロンティア科を２学級創設し、これまでの福祉科１学級と合わせ、１学年、７学級、３

学科・１コースの生徒定員２８０名からなる全日制高校として再出発いたしました。 

 また、本年度には、妻高校の中庭に、２階建ての商業棟校舎が建設されることになっており、昨年度の新入生教室等の学習環

境の整備と合わせ、機能的で充実した教育環境が整うことになります。 

 (新)妻高等学校は、これまで妻高校と西都商業高校の両校が担ってきた大きな役割や期待を継承し、さらに発展させていくべ

き使命を持った学校として新たな歴史を刻むことになり、地元西都市をはじめ、地域での大事な社会的役割をこれからも担って

いく学校であります。 

 これまでも文武両道を実践し、勉学はもちろんのこと、スポーツや文化活動で輝かしい成果を収め、全国にその名を知られる

学校であり、これからも生徒一人一人を大切にし、寄り添い、生徒を主役に据えた、生徒が輝く学校として、教職員一丸となっ

て、高みを目指した取組をしていきたいと考えております。 

  (新)妻高等学校、妻高等学校の教育の基本は、人づくりです。 

 そこで、今年度の学校教育目標として、「生徒一人一人を鍛え、伸ばし、社会に有用な人間力を身につけさせる教育の推進」を

掲げ、校訓である「立志」「友愛」「創造」を根本精神にしながら、本年度の重点教育目標を、 

  (１) 学力の向上［進路の実現］      (２) 新高ブランドの確立［学校の特色］ 

  (３) 豊かな心の育成［道徳教育の推進］ (４) 保健・環境の充実［生命の安全］  

として、それぞれに具体的方策を決め、地域に根ざし、地域から信頼される存在感のある学校になるよう、さらなる魅力と活力

のある学校づくりに励んでいきたいと考えております。 

 そして、新しい校章のデザインにもあるように、「普通科の学び」「情報ビジネスフロンティア科の学び」「福祉科の学び」、そ

れぞれの学科の学びや目標の達成を目指しながら、生徒の「未見の我の発見」のために、成長の手助けをしていきます。 

 また、これまで以上に、学校の様子等を随時「(新)妻高ホームページ」や「妻高だより」等で公表し、地域並びに保護者の皆

様方などに対して説明責任を果たしていく所存であります。 

 結びに、同窓生の皆様をはじめ、地域並びに保護者の皆様方など、本校を応援してくださる全国の多くの方々のためにも、教

職員・生徒一同、高き希望（のぞみ）をもって、新しい学校づくりに取り組んでいく覚悟であります。今後ともさらなるご理解

とご支援・ご協力をお願い申し上げ、あいさつといたします。 

 



                
 

      
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

     

「お世話になりました」「お世話になります」 
この度、以下の人事異動がおこなわれました。昨年度は大変お世話になりました。平成 30年度も

陣容新たに、本校教育・地域の発展等に尽力してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

― 平成 2９年度 進路実績 ― 

 国公立大学  ３３名    私立大学  ３１名    短期大学・専門学校  ７６名 

 就 職  ２６名（うち自衛官９名、介護職８名） 

国公立大学合格状況 

大学名 学部 人数 大学名 学部 人数 

宮崎大学 工学部 ３ 佐賀大学 経済学部 １ 

筑波大学 理工学群 １ 大分大学 理工学部 １ 

金沢大学 医薬保健学域 １ 鹿児島大学 法文学部 １ 

山梨大学 工学部 １ 宮崎公立大学 国際文化学部 ２ 

群馬大学 理工学部 ２ 釧路公立大学 経済学部 １ 

静岡大学 工学部 １ 長野大学 企業情報学部 １ 

島根大学 総合理工学部 １ 福知山公立大学 地域経営学部 １ 

広島大学 経済学部 １ 高知工科大学 システム工学・環境理工学群 ２ 

高知大学 理工学部 ２ 北九州市立大学 経済学部 ２ 

九州工業大学 工学部 １ 熊本県立大学 総合管理学部 １ 

長崎大学 教育学部 １ 長崎県立大学 情報システム・経営・地域創造学部 ３ 

熊本大学 工学部 １ 名桜大学 国際学群 １ 

 

転退職者 

氏名 教科等 新任校 氏名 教科等 新任校 

山下 育男 数学 宮崎西高等学校 佐和田 彩 生物 宮崎東高等学校 

川添 慶彦 商業 福島高等学校 松生 聡子 事務 高鍋高等学校 

嶋田 詩乃 家庭 ご退職 荒瀬 晶子 事務 高鍋農業高等学校 

転入者 

氏名 教科等 前任校 氏名 教科等 前任校 

後藤 秀一 商業 都城商業高等学校 横山 香織 商業 西都商業高等学校 

関屋 文智 数学 高鍋高等学校 橋口 雅輝 生物 延岡星雲高等学校 

前田 貴之 数学 宮崎大宮高等学校 中武 潤弥 福祉 新採用 

米澤 正枝 英語 高千穂高等学校 石川 正樹 数学 新採用 

眞田 唯子 家庭 宮崎西高等学校 川村 恵美子 事務 高鍋農業高等学校 

馬場 政賢 商業 都城商業高等学校 田中 真実 事務 高鍋高等学校 

三浦 隆史 商業 延岡商業高等学校    

 


